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〆， 武田薬品の新研究所建設の不安と境川下流域自治会の取り組み一一一
数年前から、噂では聞いていたが、今年になって武田薬品の研究所建設に対して、藤沢・鎌倉

市民の間から、にわかに不安の声があがってきた。

私たちの自治会は境ﾉll下流城の西側、鵠沼藤が谷に位置しているが､研究所予定地の村岡から

ちょうど半径3Km圏であることがわかり、びっくり仰天､周辺住民であることを初めて知った。

HIVや炭素菌、SARSなどのウィルス、遺伝子組み換え実験も行う危険レベルの高い施設や

放射性同位元素も扱う施設を含む高さ43mの巨大実験棟が15棟もでき､そこからの排気は1

日に東京ドーム150個分が放出、また、危険なバイオ汚染排水を滅菌するとはいえ、大清水浄

化センター経由で1日に約50メートルプール2杯分を境川に放出する計画などがだんだん解

かってきたと同時に、私の中で忘れかけていた昔の生々しい恐怖の記憶が頭を過った。

38年間新聞・雑誌のマスコミにあって、足尾銅山鉱毒事件を調べ、チッソ水俣病、阿賀野川

イタイイタイ病のルポルタージュをした時のことである。現役を引退した今、830戸が住まう
知り得た情報のうち

自治会の責任者としてゾ<地域任民の健康や､安全､安心､個人の財産に関わる事柄についてだ
けは、全会員にお知らせしておかないと、万一の場合取り返しのつかないことになる”という思

いからである。7月から、県の公聴会、武田薬品の住民説明会、その際発足した武田問題対策連

絡会、それに関わる勉強会などには副会長と一緒に出席して情報を集めている。

この研究所建設問題についても､住民と安全対策に関する数値的にしっかりした協定書を作り、

行政と武田側には情報の公開を求め、「環境先進都市ふじさわ」に相応しい全国で最も厳しい条

例の制定を市民のために推進してほしいものである。

日本の近世産業公害史にある共通パターンの「奇病が現れ始め」そこに働く人や、周辺住民に

多数被害者が出てきてから問題視され､裁判は長くかかり、公害として正式に認定される頃には

一次被害者は殆んど死に絶えているような歴史だけは､万が一にも繰り返すことのないよう願つ ’

ている。月2回発行の「藤が谷会ニュース」に、事ある度に経過説明記事を掲載しているが、編

集責任者を兼務している私の任務のひとつだと考えている。

私は、境川に沿った藤が谷2丁目に住み50年になる。江ノ島産地アジや、片瀬の釜揚げしら

すを常食にしており、夏には境川のうなぎを獲り、蒲焼が大好物でもある。
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